
尾道市立瀬戸田中学校

改善計画
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 この島に生まれ育った誇りと自信を持って，学び続ける生徒の育成
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・「総合的な学習の時間」の充実

・積極的な情報公開

・時間外労働の縮減

１　ふるさと学習の充実

２　働き方改革の推進
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・コロナ禍であっても、自己肯定感を高める
創意工夫を期待したい。
・コロナ禍で体力の低下が心配である。家で
もできる体育・部活動の宿題を出してはどう
か。
・コロナ禍でも工夫して学校行事を行ってい
た。文化祭は見応えのある作品、展示物だっ
た。
・地域のボランティア参加の仲介役にコー
ディネーターを活用してもらったらと思いま
す。

１　基本的生活習慣の確立

２　あいさつ・返事等

３　基本的学習習慣の確立
     (家庭学習と読書の習慣化)

・早寝・早起き・朝ご飯

・“時を守り場を清め礼を尽くす”
　の行動化

・全学年でセミナー学習を実施
   新聞の活用（読書活動推進校）

・生徒アンケート項目「総
合的な学習の時間では，ふ
るさとのことを学ぶ有意義
な時間である」の評価80％
以上

・生徒・保護者のアンケー
ト項目「学校はホームペー
ジ等で積極的に情報公開し
ている」の評価80％以上

・職員の時間外労働８０時
間／月以下

・生徒・保護者アンケート
項目で習慣化できている生
徒の割合80％以上

・生徒アンケート項目「時
間厳守と掃除及び挨拶」の
評価80％以上

・セミナー学習の達成率80％以
上
・読書量：月２冊以上の生徒
80％以上
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・肯定的回答は85.6％であった（7月比
＋4.0ポイント）。１年生はSLPと「弁
当の日」、２年生は海外の学校との交
流、３年生は地域のカルタなど、それぞ
れの取組において成果が目に見える形で
あらわれ、生徒も達成感を感じている。
・年間を通しての達成度は100を上回っ
た。年間のホームページの更新は100回
以上で、継続的に情報の発信に努めた。
また、各種たよりや学校メールで、情報
をタイムリーに伝えることができた。
・年間で目標を達成した教職員は14名
／17名であった。毎週水曜日は早めの
退庁を全員で意識したり、退庁の声かけ
をお互いしたりするなど、働き方改革を
推進することができた。
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・授業見学等の機会が少ないが、アンケート
からわかりやすい授業がなされていることが
判断できる。
・自分の苦手な教科で「わからない」と言え
る空気づくりも大切であると思う。
・アンケートの内容がわからないので、「よ
くあてはまる」の内容がわからない。
・教職員の授業力、指導力向上に向けた取組
の様子がホームページから伝わる。授業風景
も多く掲載してほしい。
・授業を参観させていただき、ＩＣＴの活用
がすばらしく進んでいると感じた。

・どの教科も生徒が主体的に学習に向
かうことを促すような課題設定を、単
元を通して行っているが、その中で生
徒が意欲的に学習する姿が見られてい
る。
　これからは「意欲的に学習している
か」という見方だけでなく、「確かな
学力がついているか」という見方で授
業改善を行っていく。「わかった」と
いう印象だけでなく、実際に「でき
た」という達成感が感じられる課題を
設定し、アンケートの回答として「よ
くあてはまる」と自信を持って答えら
れる生徒を増やしていきたい。

・「総合的な学習の時間」を中心に、生ま
れ育った地域に誇りを感じられるような活
動をこれからも仕組んでいく。校内だけで
完結する活動ではなく、地域や他校などの
外とのつながりの中で体験的に学べる機会
を設定していく。
・学校での取組や情報を、ホームページや
各種たより、学校メール配信等を利用し
て、タイムリーに継続的に今後も発信して
いく。
・時間外労働８０時間以内は、校種上は実
際は難しい。しかし、できる限りで、業務
の見直し、主任等による退庁の声かけ等を
継続し、職員の健康維持に努めていく。

・学校内の部活動以外の時間でも楽しいこと
を増やしていく必要がある。行事の活用はも
ちろんだが、勉強面でも、達成感を感じせる
ため、中途半端な指導で終わらず、頑張れば
できる課題の設定を行い、やりきったことへ
の評価ができる指導を行う。
・生徒会を通じた点検活動の集計を全体に伝
え、生徒一人一人に課題意識を持って行動さ
せる場をつくる。その際、生徒会だけでなく
教師の呼びかけや手本となる行動（レベル5
の挨拶）を発信していく。
・セミナー学習は、学習の基盤づくりとし
て、家庭学習の充実につなげていきたい。読
書への取組を行ったが、教職員側からの働き
かけが主になっていた。委員会活動の活用な
ど生徒中心の動きをつくり、読書に対する意
識を変えていくことが必要である。

・地域かるたがとてもよかった。
・地域かるたづくりは特筆すべき成果であ
る。
・外から瀬戸田に移住した方の声が聞けたら
よいと思います。
・コロナ対応で業務がふえていると思われ
る。職員の健康維持に努めてほしい。
・総合的な学習の時間は、各学年で特色ある
内容を実施されていて感動した。
・地域教育支援推進委員会を活用し、地域に
向けての発信がもっとあるとよい。

・注意するとすぐ被るが、ノーヘルの生徒をたまに見か
ける。
・読書活動や新聞活用は学力の定着に繋がるので、地道
に努力してもらいたい。
・学校と地域、家庭の一体化を目指し、もっと学校から
家庭や地域に情報を発信したらどうか。
・遅刻者の増加は、スマホ・ゲーム依存が背景にあるの
でしょうか。
・挨拶を伝統文化にするのであれば、教職員、生徒、保
護者、地域住民の雰囲気作りが大切だと思う。
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・肯定的回答は76.7％で5.5％減少した。遅刻
を繰り返す生徒の増加や、朝起きれない生徒、
腹痛や頭痛を訴える生徒が増加したように感じ
る。部活動など楽しい時間が確保されていない
ことも原因の一つと考えられる。
・肯定的回答は、「時間」が93.8％で4.2％増
加。「掃除」が88.3％で3.2％減少、「挨拶」
が88.4％で1.2％減少であった。授業の2分前
着席は学級委員会が各クラスの達成率を集会で
提示するなどして効果があったが、それ以外の
活動は委員会での取り組みが数値化されておら
ず、あまり浸透していないように感じる。
・セミナーについては達成できた。本を月に2
冊以上読む生徒は61.6％であった（7月比－
6.8ポイント）。行事に関係する書籍の紹介な
どを行っているが、生徒の読書量の増加につな
がっていない。
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中期経営目標

１　教師の授業力の向上

93.8

74.7

－

主体的に学ぶ生徒

評価指標

・各種学力調査等の分析と授業改
善
・「課題発見・解決学習」の授業
実践

・生徒アンケート項目
「先生の授業は分かりや
すい」の評価80％以上

・生徒質問紙「主体的な
学び」に関する項目の肯
定的回答80％以上

・全教科１回授業研究実施

80%

90.8

71.6

－

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年度　学校評価表

ミッション 地域の強みを生かした小中高連携による瀬戸田教育の発展 ビジョン

今年度はコミュニティースクール元年である。小中学校の連携の充実を図り、学校運営協議
会の機能化をめざす。島の未来を担うのは中学生を合言葉に，SDGｓを共通言語に地域等と
連携し，持続可能なまちづくりに貢献する。福山市立大学等の指導を仰ぎ，取組の充実を図
ることで２年後にユネスコスクールへ加盟し，志を同じくする世界の学校と連帯する。

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価
は適正でない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

達

成

度

・肯定的回答は93.8％であった（7月比
＋3.0ポイント）。その中で、「よくあ
てはまる」との回答は31.2％であっ
た。目標値は超えたが、「よくあてはま
る」の生徒を増やしていきたい。
・肯定的回答は74.7％であった（7月比
＋3.1ポイント）。校内研究授業等を通
して、生徒が課題解決に向けて主体的に
取り組むことのできるような課題や問い
の設定に取り組んだことが一定の成果を
上げている。
・全教職員が研究授業を実施し、授業改
善に向けた交流をすることができた。教
職員間の交流の中で、ICTの利用方法
や、生徒の学習の振り返りシートのブ
ラッシュアップを行った。
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家庭での約束事項
（９年間を通じて
の小中共通目標）
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結果と課題の説明
評

価

目

標

値 達成値 達成値
改善案コメント短期経営目標

二次評価

目標達成のための方策
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徳
・
体

心身共にたくまし
い生徒

１　ボランティア活動の充実

２　自己肯定感の向上

3　体力向上等に励む生徒

・生徒会の活性化とリーダーシップの養成

・スクールソーシャルトレーニングの継

続

・行事の事前・事後の活動の充実

・部活動の参加率

・ボランティア活動への
参加率１００％

・生徒の自己肯定感に関
するアンケートの評価
80％以上

・生徒アンケート項目
「部活動にほぼ毎日参加
している」の評価80％
以上

  80％

・生徒会を主体とした、校内でもできるボ
ランティア活動（生き物の世話、花壇の手
入れ、清掃活動など）やコロナ渦でもでき
る行事（クイズ大会など）を立案し、実行
させる。
・運動会では団長やリーダーなどをたて、
生徒同士で良いものを作り上げようとする
体制を再構築し、来年度実施する。
・ソーシャルスキルトレーニングやスクー
ルカウンセラー面談を継続的に実施する。
・廊下掲示である「setostagram(セトスタ
グラム)」の活動や習字・ポスターの掲示を
継続的に行う。
・市内大会で優勝したいという気持ちを
持った生徒がかなり多いので、その気持ち
を大切にしたい。少ない時間でも効果的な
練習ができるよう、生徒の意識を変える声
かけを行う。
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・新型コロナウイルス感染症対策で対外的な
ボランティア活動は中止になった。校内にお
いては、生き物係をボランティアで行ってく
れている生徒も見られる。
・「自分にはよいところがある」「自分のよ
さは周りから認められている」について肯定
的回答は80.1％であった。ソーシャルスキ
ルトレーニングやスクールカウンセラーによ
る全員面談を実施し、行事では縮小規模なが
ら、運動会や文化祭、演劇鑑賞会を行うこと
ができた。課題としては、縮小により、生徒
主体の動きをつくることができなかったこと
がある。
・肯定的回答は76％であった。コロナによ
り部活動が中止になり、生徒の部活に対する
意識の低下が見られる。家で活動をしている
生徒も見られるが、大多数は家で自主的な活
動しておらず、体力の低下が見られる。
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